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乾閏直播水稲の出芽および種もみのジペレリン処理
による出芽促進効果におよぼす土壌水分の影響
上
? 泰*
(昭和50年8月11日受理〉
INFLUENCE OF SOIL MOISTURE CONTENT ON SEEDLING 
EMERGENCE AND ON STIMULATING EFFECT OF SEED 
TREATMENT WITH GIBBERELLIN ON SEEDLING 
EMERGENCE IN DIRECT SEEDING CUL TURE 
OF PADDY RICE ON UPLAND FIELD 
Yutaka UEYAMA 
Abstract 
Exp. 1. Elongation of organs and seedling emergence was compared with reference to moisture content of 
soil for shallow (3 cm) and deep (7 cm) seeding of paddy rice under upland field condition. The results 
presented here include those obtained in control of the second experiment. 
When the moisture content of soil was below 15妬 indry basis， the seeds failed to germinate. 
Increased the moisture content to about 20%， germination was delayed， but after germination the seedling 
organs elongated rapidly. 
Within the range from 20 to 37% of soil moisture contents， both rate of elongation and emergence increased 
with increasing of soil moisture content. And also， the final lenght of organs increased with increasing of the 
soil moisture content， but the emergence percentage at 10th day in shallow seeding and at 16 th day in deep 
seeding was nearly equal within this range of soil moisture contents. 
When the soil moisture content raised to 48%， the elongation of organs was retarded and emergence percentage 
decreased exceedingly in deep seeding， but not in shallow ones. 
When the soil moisture content raised more than 64% (saturated or submerged condition)， various organs 
failed to elongate， except the coleoptile which was very slender. Accordingly， there was no emerged seedling 
during the period of this experiment. 
Exp. 2. The aim of this experiment was to test the relationship between the stimulating effect of seedling 
emergence by seed treatment with gibberellin (soaked in its 100 ppm solution for 24 hours) and soil moisture 
content. Seeds in control were soaked in tap water for 24 hours. Seeds were sown deeply (6 cm) under 
upland field condition. 
When the soil moisture content was 15% in dry basis， the seeds soaked in water failed to germinate， but 
the plumule grown from the seeds soaked in gibberellin has elongated to 0.7-0.8 cm at 14 th day after seeding. 
Within the range from 22 to 37% of soil moisture content， the stimulating effect of gibberellin on the 
elongation of organs in early stage increased with decreasing of soil moisture content. Therefore， gibberellin 
caused larger stimulation of emergence at low moisture content. But the final length of seedling organs and 
the emergence percentage at 14 th day increased with increasing of moisture content. Under submerged 
condition， no seedling organs elongated， except the coleoptile which was very slender and 2.4 cm in length 
with and without gibberellin treat 
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土壌水分の多少は土壌の硬さ/))および地温7)に影響す
るほか，種子の吸水速度などにも影響するので，幼苗諸
器官の伸長，ひいては出芽の遅速に影響を与えるであろ
う。森谷(1962)3)は乾田直播水稲の出芽の適湿は容水量
の60%内外とみられるとしている。覆土が厚い場合には
土壌水分が多いと幼芽の伸長が悪くなって出芽がおく
れ，著しい場合にはその個体は土壌中でへい死する1.5)。
ところが，井之上ら(1967)1)は砂質水田土壌を用い，ま
た太田・安江(1966)5)は火山灰質の壌土を用いて実験を
行ない，土壌水分がかなり多い場合に出芽が良好である
としている。なお，鈴木ら(1963)6)によれば，最大容水
量出で表わした土壌の合水置と発芽や初期生育との関係
は土壌によって異なる。
そこで，第 1実験においては押積層の壌土を用いて土
壌の合水墨が深播個体の出芽ならびに幼苗諸器官の伸長
におよぽす影響を，覆土の厚さが 3cmの場合と比較しな
がら検討した。また乾田直帰水稲の出芽は，土壌が適湿
である場合には，種もみをジベV リン処理して播種する
と著しく促進されるの。 しかし，播種時には適湿状態に
あっても，その後の降雨によって過湿状態になることは
しばしば起る。そこで，第2実験ではジベレリン処理に
よる出芽促進効果と土壌の合水量との関係について検討
した。
実験材料および方法
第1実験:水稲農林23号を供試し，慣行に従って選種，
消毒した種もみをよく水洗後， 200C の恒温器中で24時
間水道水に浸潰した。浸種終了後，新聞紙の上に拡げて
蔭乾して後，10cm x 10調 x12cmのトタン製ポット〈飽和
区以外は底に直径 1cmの穴を 2つあけた〉にポット当り
16粒ずつ 5月16日に播種した。土壌は播種床，覆土と
もに0.5cm自の飾を通した水田土壌(神積層壌土)を用
いた。覆土の厚さは3cmおよび7cmとした。土壌の合水
量は飽和，闘場容水量，最大容水量の60%および30%の
4水準とした。以下それぞれS区， FC区， 60%区およ
び30弱区と略記する。 S区は播種覆土後，徐々に加水し
て飽和状態とした。 FC区は播種覆土後，ポットを水深
5cmの水槽につけて底部の排水孔から吸水させ，土壊表
面が十分湿った時に水槽から引上げて 2日間放置し，こ
の時点における含水量を圃場容水量とした。したがって
FC区の合水量は播種直後には飽和状態か，それに近い
状態にあったものと考えられる。 60%区および30%区は
土壌をポットにつめる前に計算量の水を加え，所定の合
泰
水量に調節した。 Hilgard法で測定した供試土壌の民大
容水量は62.5%，日本農学会法で測定した容水量は42.8
%であった。
ポヅトは室内の直射日光のあたらない場所においた。
覆土後土壌表面をピニ{ノレ布でおおって蒸発による水分
の減少を防ぐとともに，毎日秤量して減量分だけ7Kを補
給し，所定の合水量に保つように努めた。
播種後6日日， 10日日および16日日各区 1--2ポット
について掘り取り調査を行なった。また参考のため，調
査用ポットのほかに， s区および30%区を作り.深さ 3
C鴻および7閣における最高および最仮地温を測定した。
第2実験:土壌の合水量は湛水，容水量，容水量の80%
60%および40%の5水準とした。以下それぞれ湛水区，
100%区， 80%ぼ， 60%区および40%区と略記する。 40
%区と60%区とはf:壌をポットにつめる前に水分調整を
行なったが，その他の区は播種積土後，計算量の水をポ
ットの内壁に沿って徐々に加えた。なお1甚水区は最大容
水量になるように加水したが 2-3棚 iH水した状態に
なったものである。また80%区および 100%区はが]7Jくに
よって土壌表面が沈下したので，土壌を深さで80%民は
0.5cm， 100%区は 1cm追加した。加水による置土の序さ
の減少量は別のポットで測定した。出水区も沈ドを起し
たが土壌は追加しなかった。
播種後毎日秤量して減少分を加水するとともに，土壌
表面をピニ~)レ布でおおって合水量を一定に保つように
努めた。しかし，ピニーノレイ1は区停に出芽を開始した時
に除去した。
ポットは第1実験と同じものを用いたが，底に排水孔
はあけなかった。土壌は播種床および覆土ともに O.4cm
自の舗を通した水田土壌(、沖積層壌土〉を用いた。種もみ
はジベレリン区は 100ppmの溶液に，対照区は水道水に
それぞれ24時間浸潰した。ポット当り播種粒数は12粒，
覆土の厚さは6cmとした。
実験は250Cの室内育苗器中で行ない，播種後7日1'
と14日目とに倒り取り調査を行なった。その他について
は第 1実験と同様である。
実験結果
第1実験
1. 土壊含水量および最高，最低地温
播種後6日目に測定した播種床の合水量は第 1表に示
したように，予定した値よりも少なかった。実験期間中
の30%区およびS区の最高および最低地温を第1図に示
した。最高地温は覆土の厚さによってほとんど異ならな
かったが，土壌合水量によってやや異なり， 30%区はS
ジペレリンによる乾車水稲の出芽促進と土壊水分
第1表:播種床の合水量(第1実験)
試験区 合水比 対容水量(%) 
対最大容水量
(%) 
3'0%区 18.7 43.7 29.5 
6'0%区 32.5 75.9 52.6 
FC区 48.'0 112.1 77.'0 
S 区 64.3 15'0.2 1'03.'0 
註:播種後6日目の合水量
区よりも 1-20C 高かった。しかし，最低地温は覆土
の厚さおよび土壌合水量によってほとんど異ならなかっ
た。
2. 出曹と土壌の曾水量との関係
実験期間中(播種後17日目まで)にはS区は，覆土の
摩さに関係なく 1個体も出芽しなかったので， s区以
外の 3区の出芽率の経時的変化を第2図に示した。
覆土が 3C1J1の時は， FC区および6'0%区は播種後6日
目に出芽し始めたが， 3'0%区の出芽始めは両区よりも 2
日おくれた。そして8日日の出芽率は6'0%区が 1'0'0%で
最も高く， FC区は84%でこれに次ぎ， 3'0%区は7%で
最も低かった。しかし， 3'0%区も11日目にはFC区を凌
駕して出芽率は 1'0'0%に連した。
覆土が7舗の時は，出芽始めは6'0%区が最も早くて播
種後9日目であり， 3'0%区が11日目， FC区は12日目で
あった。 12日目における出芽率は6'0%区が84%，3'0%区
が25%で， FC区は6%にすぎなかった。しかし， 3'0% 
区はその後急速に出芽して， 15日日には9'0%以上の出芽
率に達し， 6'0%区と大差なくなった。一方， FC区の出
芽率は16日目になってもまだ16%であった。
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第2図 出芽率の経時的変化と土壌の合水量との関係
3. 措器官の伸畏と土壇の禽水量との関係
出芽に主に関与すると考えられる諸器官の長さを時期
別に示すと第2表のとおりである。中華，鞘葉，不完全
葉および第 1本葉葉身の伸長速度と土壌の合水量との関
係をみると，覆土の厚さに関係なく， 6'0%区およびFC
区は播種後6日目までの聞に急速に伸長したが， 3'0弱区
は6日日から10日目までの聞に急速に伸長した。 S区で
は中茎と鞘葉しか測定できなかったが，これらの器官の
伸長速度の時期的な麓は小ざかった。
第1本葉葉鞘の伸長速度は，覆土の摩さに関係なく，
3'0%区では播種後10日目以後， 6'0%区では6日目から10
日目にかけて速かった。しかし， FC区では覆土が3C1J1
の時は6日目から10日目にかけて速かったが，覆土が7
舗の時は16日自においても葉身と葉鞘とを区別できる個
体が少なかった。
第2節聞は覆土が 3C1J1の時はFC区で，覆土が7C測の
時は3'0%区および6'0%区でよく伸長し，伸長速度はいず
れの場合も播種後10日目以後速くなった。
播種後16日目の諸器官の長さと土壌の含水量との関係
をみると，中茎の長さは全区を通じて'0.1-'0.5閣の範囲
にあり，覆土が3C1IIの時は土壌の合水量が多いほど短い
傾向が認められた。しかし覆土が7C11.の時はS区がとく
に短かったほかは，他の3区の間には大差がなかった。
鞘葉の昆さは覆土が3舗の時はS区はとくに短かった
が，他の3区の聞には大差がなく， sほと他の3区との
差は約1舗であった。覆土が7舗の時は6'0%区>3'0%区
>FC区>s区で相隣る 2区間の差は約 1c測であった。
不完全葉を合みそれより上位の器官の長さはS区では測
定できなかったので，以下S区以外の3区を比較する。
不完全葉の長さは，覆土が3舗の時は3区間にほとん
ど差が認められなかった。覆土が7舗の時は6'0%区>3'0
%区>FC区で， 6'0%区とFC区との差は約2舗であっ
第1図播種床面における地温の経時的変化 た。
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第2表:幼苗諸器官の長さと土壌の合水量との関係 (単位cm)
(1) 覆土3cmの場合
播種後
日数
6 
10 
16 
試験区
30% 
60% 
FC 
S 
30% 
60% 
FC 
S 
30% 
60% 
FC 
S 
(2) 覆土7cmの場合
一一一一一一一一一
30% 
6 60% 
FC 
S 
30% 
10 60% 
FC 
S 
30% 
16 60% 
FC 
S 
中茎 鞘葉
0.1 0.9 
0.3 2.5 
0.2 2.3 
0.3 
0.5 2.5 
0.3 2.4 
0.1 3.3 
1.0 
0.5 2.7 
0.3 2.8 
0.2 2.7 
0.2 1.9 
一一一一四十一一一一一一一一
0.1 0.8 
0.2 3.4 
0.2 2.3 
0.2 
0.3 3.8 
0.2 4.3 
0.2 2.3 
0.7 
0.3 3.9 
0.4 4.7 
0.3 2.7 
0.1 1.4 
不完全葉
第
葉身
0.8 
2.6 
2.2 
4.1 4.2 
4.3 4.2 
4.7 3.8 
一一一一一一一一一一一
4.6 
4.6 
4.2 
0.7 
3.3 
1.9 
4.4 
4.9 
2.2 
4.7 
5.5 
3.3 
3.9 
4.1 
3.2 
2.5 
3.2 
3.2 
3.5 
3.7 
1 本葉 第2節問
葉鞘
一一一一一一一一一
0.8 
2.6 
2.3 
1.9 
2.6 
4.8 
1.6 
7.1 
7.2 
9.1 
9.7 
8.5 
0.5 
1.3 
5.4 
5.4 
7.0 
0.0 
0.0 
0.1 
0.2 
0.2 
0.4 
0.3 
1.2 
0.1 
0.2 
0.7 
1.9 
2.1 
0.3 
一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一担 一一一一一町一一
第 1本葉葉身の長さは麗土が3cmの時は30%区と60%
区とは大差なく， FC区はこれらの2区より短かった。
覆土が7仰の時は30%区と60%区とは大差なかった。ま
たFC区で葉身と葉靴を区別できた個体(16個体中7個
体)の葉身長は3.4cmで他の2区と大差なかった。
第1本葉葉鞘の長さは覆土が3舗の時は60%区>30%
区>FC区で，相隣る2区間の差は約0.5cmであった。
覆土が7閣の時は，覆土が3cmの時よりも伸長速度が遅
かったが，その長さは覆土が3cmの場合と同様60%区>
30%区>FC区で， FC区ではその伸長が抑制された個
体が多かった。しかし， FC区で葉身と葉鞘とを区別で
きた個体の葉鞘長は平均4.6cmで，しかもそのうち出芽
していた個体 (3個体)の葉鞘長は平均6.7cmで60妬区
と大差なかった。
第3表:播種床の含水量(第2実験)
試験区 対容水量 対最大容水車(%) (%) 合水比
40%区 14.6 34.1 23.4 
60%区 22.1 51.6 35.4 
80%区 31.3 73.1 50.1 
100%区 36.9 86.2 59.0 
註:1. 播種後7日目および14日目における合水量の
平均
2. m水区の合水量は第1表のS区の合水量とほ
ぽ等しいと考えられる
第2節聞の長さは覆土が3cmの時は30%区と60%区と
は短く，同区間にほとんど差がなかったが， FC区では
~ペレリンによる乾直水稲の出芽促進と土壌水分 9 
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第3図 ジベレリン処理による出芽促進効果と
土壌の合水量との関係
これら2区の約3倍にまで伸びていた。覆土が7cmの時
は30%区と60%区とは大差なく約2c初であったがFC区
では半数以上の個体でまだ伸長しておらず，金個体の平
均長は0.3cmにすぎなかった。しかし，出芽個体 (3個
体)では0.8cmにまで伸長していた。
第2実験
1. 種もみのジベレリン処理による出芽促進効県と土壇
の合水量との関係
播種後7日目と14日目とにおける平均で示した，各区
の播種床の合水量は第3表のとおりであり，各区とも予
定した値よりもかなり小ざかった。
40%ほおよぴ湛水区は，ジベレリン処理の有無に関係
なく，実験期間中(播種後14日目まで)には出芽しなか
ったので，他の3区のみについて出芽率の経時的変イじを
第3図に示した。ジベレリン処理の有無に関係なく出芽
率は60%区が常に低く， 80%と100%とは播積後9日目
まではほぼ同じ出芽率で経過した。しかし， 10日目以後
は80%区よりも 100%区の万が高くなった。またジベレ
リン処理すると60%区と80%区および 100%区との出芽
率の差は小さくなった。
第4衷は播種後14日目の出芽率およびこの出穿率を出
芽歩合とみなした場合の平均出芽日数および出芽係数自)
を示したものである。表から明らかなように，ジベレリ
ン処理の有無に関係なく，土壊の合水量が少ないほど14
第4表:出芽歩合，平均出芽日数および出芽係数
一一一一一一一一一一一一一 一 一
土壌
合水量
60% 
80% 
100% 
処理 出芽歩合 平均出芽日数 出芽係数
VV 55.5 12.2 4.6 
GA 83.4 9.9 8.4 
VV 83.4 10.0 8.4 
GA 94.5 8.6 10.9 
W 
GA 
86.1 
97.2 
9.4 
8.6 
9.2 
11.4 
註:1. VV:水浸処理， GA:ジベVリン処理
2. 出芽歩合:播種後14日日の出芽率(%)
日日の出芽率は低く，平均出芽回数が多く，出芽係数は
小ざかった。また平均出芽日数および出芽係数のジベν
リン処理したものと水浸したものとの差は，土壌の合水
量が少ないほど大きかった。すなわち，播種後14日日の
出芽率は土壌の合水量が多いほど高かったが，ジベレリ
ン処閣による出芽促進効果は土壌の合水量が少ないほど
大きかった。
2. 種もみのジベレリン処理による緒器官の伸畏偲進効
果と土壊の含水量との関係
播種後7日目および14日日の諸器官の長さを第5表に
示した。
40%区の水浸したものは14日目になっても幼芽も幼根
も出現していなかった。ジベレリン処理したものは7日
目には種子根は0.4-4.2舗に伸びていたが，幼芽が伸び
ていたのは4個体(12個体中〉であった。 14日日にはす
べての個体で幼芽が伸びていたが，その長さが2.5cmに
逮したものは1個体あったにすぎず，他の個体はすべて
lcm以下であった。
話1;水区の幼芽は，ジペνリン処理の有無に関係なく.
7日目には約 1cm， 14日目には2cm以上に伸びており，
両区間にほとんど患が認められなかった。しかし，鞘葉
はきわめて弱々しく，不完全葉および本東はほとんど{Ijt
びていないようであった。また鞘葉と中茎の区別ができ
なかったので，第 5 表の革í~葉長は両者の合計長である。
次に他の3区についてみると，播種後7日目には各器
官ともジベレリン処理したものが長かったが，土壌の合
水車の影響は器官によって異なった。すなわち，靴葉，
不完全葉および第1本葉は，ジベレリン処理の有無に関
係なく，合水量が多いほど長かった。しかし，中茎はジ
ベレリン処理したものでは60%区が他区に比し著しく長
かった。
播種後14日目には中茎は，ジベVリン処理の有無に関
係なく， 60%区が著しく長く， 80%区と 100%区との差
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第5表:幼苗諸器官の長さと土壌の合水量およびジベレリン処理との関係 (単位cm)
一一一一一一一
播日種後数 土合水壌量 処理 中茎 鞘葉 不完全葉一一第一一1一一本一一葉一一 本第葉2 節第間2 
葉身 葉鞘
一一一一 一 一十一一一 一 一一一一 一一一一
40% W GA 0.1 0.1 
60% W 0.2 1.2 1.1 GA 1.8 1.8 1.8 1.8 
7 80% W 0.4 2.7 2.7 2.8 GA 0.7 3.8 4.5 4.9 
100% W 0.4 3.6 4.1 4.5 GA 0.8 4.2 4.7 5.4 
7品水 W 1.0 GA 1.3 
40% W GA 0.3 0.7 0.8 
60% W 0.9 4.1 4.3 2.7 4.3 6.7 1.6 GA 1.7 4.3 4.6 3.9 5.8 9.3 1.9 
14 80% W 0.3 3.1 * 4.2 3.0 5.1 9.6 1.6 GA 0.9 4.3 5.2 4.3 7.8 16.1 1.9 
100% W 0.3 4.1 4.7 3.1 5.6 12.9 2.0 GA 0.7 4.8 5.2 4.2 7.4 17.0 1.9 
同水 W 2.4 GA 2.4 
註:1. W:水浸処理， GA:ジベレリン処理
2. 湛水区の鞘葉長は中茎と鞘葉の合計長
3. 長:鞘葉の切断された個体多く 4個体の平均値である
は小さかった。鞘葉長は，ジベレリン処理の有無に関係
なく，土壌の合水量によってほとんど異ならなかった。
不完全葉は水浸したものでは 100%区が長く，ジベレリ
ン処理したものでは80%区および 100%区が長かった。
第 1本葉の葉身長は土壌の合水量によってほとんど異な
らなかったが，葉鞘は水浸したものでは合水量が多いほ
ど長く，ジベVリン処理したものでは80%区および 100
%区が60%区より長かった。第2本葉はジベレリン処理
の有無に関係なく，土壌の合水量が多いほど長かった。
また第2節聞は水浸したものでは土壌の含水量が多いほ
ど長い傾向があったが，ジベレリン処理したものでは合
水量による差はほとんど認められなかった。
ジベレリン処理による諸器官の伸長増加量(ジベレリ
ン処理したものの長さ一水浸したものの長さ)および伸
長促進率(ジベνリン処理したものの長さー水浸したも
のの長さ/水浸したものの長さ〉を第6表に示した。
40%区では水浸したものが発芽しなかったので，ジベ
レリン処理効果を示すことはできなかった。また湛水区
の伸長促進率はきわめて小さかった。
次に他の3区についてみると，播種後7日目には中茎
の伸長増加量および伸長促進率はともに60%区が著しく
大きかった。鞘葉の増加量は80%区が最も大きく60%区
および100%区の約2倍で， 60%区と100%区とは同じで
あった。しかし，促進率は土壌の合水量が多い場合に小
さく， 100%区の促進率は60%区および80%区の%以下
であった。不完全葉の増加量も80%区が特に大きく， 60 
%区および100%区の3倍で， 60%区と100%区とはほと
んど同じであった。しかし，促進率は80%区>60%区>
100%区で， 100%区の促進率は他の2区に比し著しく小
ざかった。第1本葉の増加量および促進率はともに80%
区が 100%区よりも著しく大きかった。
播種後14日目には，中茎の伸長増加量は土壊の合水量
が多いほど小さかったが，伸長促進率は 80%区>100%
区>60%区で， 80%区の促進率が特に大きかった。鞘葉
は増加量および促進率ともに 80%区>100%区>60%区
で， 60%区が著しく小さかった。不完全葉は増加;量およ
び促進率ともに60%区と 100%区とは大差なく， 80%区
はこれら2区の約2倍であった。第 1本葉葉身は増加量
および促進率ともに60%区と80%区とは大差なく， 100 
%区はこれらより小さかった。第1本葉葉鞘および第2
本葉の増加量は 80%区>100%区>60%区であったが，
促進率は 80%区>60%区>100%区であった。しかし，
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第6表:ジベVリン処理による諸器官の伸長増加量および伸長促進率と土壌の合水量との関係
播日種後数 土合水壌量 中 鞘葉 不完全葉
第 1 葉
第2本葉 第2節間茎 葉身 葉鞘
40% 0.3 C幻 0.2 。
60% 1.6 800.2 0.6 50.0 0.7 63.5 1.8 。
7 80% 0.3 75.0 1.1 40.8 1.8 66.6 2.1 75.0 
100% 0.4 100.0 0.6 16.7 0.6 14.6 0.9 20.0 
湛水 0.3 30.0 
40% 0.3 C幻 0.7 0<コ 0.8 。
60% 0.8 88.8 0.2 4.9 0.3 6.9 1.2 44.4 1.5 34.9 2.6 38.8 0.3 18.7 
14 80% 0.6 200.0 1.2 33.7 1.0 23.8 1.3 43.4 2.7 53.0 6.5 67.7 0.3 18.7 
100% 0.4 133.2 0.7 17.1 0.5 10.6 1.1 35.5 1.8 32.1 4.1 31.8 -0.1 -5.0 
潟水 O O 
註:1. 量:伸長増加量(cm)，率:伸長促進率(%)
2. 7日自の第1本葉葉身および14日目の第2本葉はいすれも(葉身十葉鞘)
促進率の60%区と 100%区との差は小ざかった。第2節
聞は増加量および促進率ともに60%区と80%区とは大差
なかったが， 100%区ではジベνリン処理するとわずか
ではあるが伸長がおくれた。
以上のように，ジベレリン処理による諸器官の伸長促
進効果は80%区で著しく大きく， 80%区の播種後14日自
における伸長増加量は第2本葉〈葉身十葉鞘)で 6cm以
上，第1本葉葉鞘で2cm以上で，その他の器官でも 1cm
以上であった。
考 察
第1実験の結果および第2実験の水浸したものについ
ての結果から土壌の合水量と出芽との関係について考察
する。
土舗の合水量が合水比で約15%(容水量比約35%)以
下の場合は，おそらく覆土の厚さに関係なく発芽さえで
きないであろう。
覆土の厚さが3舗の時は，土壊の合水量が合水比で約
20-48妬(容水量比約44-77%)の範囲内では土壊の合
水量が少ないことによる出芽揃いのおくれもわずかであ
り，土壌水分の多少は余り問題にならない。むしろ，こ
の範囲内では土壌水分が多い方が出芽の斉一化上望まし
いといえる。
覆土の厚さが7舗の時は.土壌の合水量が合水比で約
20% (容水量比約44%)の時は発芽がおくれた分だけ出
芽もおくれたが，播種後15日自には90%以上の出芽率に
達した。土壌の合水最がさらに増加し，合水比で約37弱
(容水量比約86%)になるまでは合水量が増加するにつれ
て諸器官の伸長速度が速くなり，出芽速度および出芽率
ともに増大した。しかし，土壌の合水量がそれ以上に増
加し， 48% (容水量比77%)に達すると，諸器官の伸長
が抑制され出芽率が値下した。土壌の合水量が合水比で
64% (ほぽ最大容水量)以上になると諸器官の伸長は著
しく抑制された。これらの個体はおそらく出芽できず土
壌中でへい死したであろう。
土壌の合水量と出芽との関係について，太田・安江
(1966) Il)は水田土壌〈おそらく火山灰質壌土)を用い，
覆土の摩さを5cmとして実験しているが，土壌の合水量
が80%および95%の時の出芽率は，それぞれ 100%およ
ひか93.1%できわめて高かった。しかし， 65% (過乾)以
下および110%(いく分過湿〉以上では出芽が悪かった。
また井之上ら(1967)1)の砂質水田土壌を用い，覆土の厚
さを5cmとした実験によれば，土壌の合水量が最大容水
量の 85-110%附近で出芽が最も早かった。一方，森谷
(1962)3)は積もみが覆土された状態で飽和以上の水分が
与えられると著しく発芽が害され，適湿は容水量の60%
内外と考えられるとしている。沖積層壌土を用いた本実
験の結果は前2者の結果に近く，しかもこれらの結果は
250C 以上の比較的高髄下で得られたものである。した
がって，気温が比較的高い時に播種する場合は，出芽に
好適な土壌の合水量はかなり高いところにあるといえよ
う。しかし，土壌水分が過多の場合には，その程度によ
って出芽が遅延したり，出芽不能となったりする。
したがって，透水性悪く滞水するような水田では，不
耕起パラ播栽培10)で行なわれているように，適当な間隔
で排水溝(管理溝)を設けて地表水の排除を図る必要が
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ある。一方，播種後晴天の続くことが予想される場合に
は，播種直後にこの排水溝に湛水して土壌の含水量を高
めて後排水すれば出芽促進上有効であると考えられる。
しかし，土壌水分が多いと乾燥土壌の場合に比べて最
低地温はほとんど差がないが，最高地湿の差が大きく，
一般に排水良好地の表層土は排水不良地のそれに比べて
3 -7 oc高温であることが知られている7)。さらに出芽
に対しては時間は短くても高温の効果が大きいといわれ
ている的。また土壌水分が多いと覆土の硬さは減少する5)
が，幼芽の抽出力(または強さ)も減少する2.4)。幼穿の抽
出力は温度が低いほど減少することも知られている2)。
したがって，低温期に播く場合は土壌水分が過多になら
ないよう，特に留意する必要がある。
次に種もみのジベレリン処理による出芽促進効果と土
壌の合水量との関係をみると，潟水区の幼3d‘は太田・安
江4)の実験におけると同様，きわめて繊弱で鞘葉だけが
伸長し，不完全葉以上の葉は伸長していないようであっ
た。しかもジベレリンによる伸長促進効果も全く認めら
れなかった。
また40%区(合水比14.6%，容水量比34.1%)のジベ
レリン処理しなかったものは，播種後14日日になっても
発芽さえしなかった。一方，ジベレリン処理したものは
幼芽が約1cm伸長していた。しかし， 14日自の幼芽長が
1cm以下というような状態では，おそらく土壌中でへい
死することになろう。
したがって，湛水区や40%区のように，土壌水分が極
端に多い場合とか，少ない場合にはジベレリンによる出
芽促進効果は期待することができないであろう。
他の3区(60，80および 100%区〉の聞では，播種後14
日日の出芽率に基づいて算出した出芽係数の差で比較し
た出芽促進効果は60%区〈合水比22.1%，容水量比51.6
%)が最も大きく， 80%区(合水比31.3%，答水量比73.1
%)と100%区(合水比36.9%，容水量比86.2%)との聞
にはほとんど差が認められなかった。しかし， 14日日の
出芽率は 100%区が最も高かった。このように60%区は
14日日の出芽率が他区に比し低かったにもかかわらず，
ジベレリンによる出芽促進効果が大きかった。これは第
5表の播種後7日目の結果から明らかなように，ジベレ
リン処理によって中茎，鞘葉および不完全葉，とくに中
茎の伸長が著しく促進されて，これらの器官よりも抽出
力が弱い第1本葉が貫通すべき土層の厚さが減少したこ
とによるものと考えられる。また80妬区および 100%区
のように，土壌水分が多い場合には土壌の硬さが減少す
るとともに，水浸しただけの個体でも諸器官の伸長が促
進されるので，ジベレリン処理したものとの差が小さく
泰
なって，ジベレリンによる出芽促進効果が顕著でなくな
ったものと考えられる。
以上のことから，ジベVリンによる出芽促進効果は，
土壌の合水量が合水比で約22-37%(容水量比51-86%)
の範囲内では，土壌水分の多少にかかわらず認められる
が，その効果は土壌水分が少ない場合に大きいといえよ
う。
摘 要
第1実験:本実験結果および第2実験の水浸したものに
ついての結果から，乾田に深播きされた水稲(覆土の厚
さはそれぞれ7c初および6川)の諸穏官の伸長および出
芽と土壌の合水量との関係を，覆土が3cmの場合と比較
検討した。
土壌の合水量が合水比で15%以下の場合は，覆土の厚
さに関係なく，発芽さえしなかった。
覆土の厚さが3舗の時は，土壌の合水上じが約20-48%
の範閉内では，土壌水分が多い方が発芽および諸器官の
伸長ともに順調であり，出芽の斉ーイ己上望ましい。しか
し，合水比が64%以上(飽和または慌水)になると，中
茎はわずかに伸長し，その他の器官では鞘葉のみが伸長
したがきわめて繊弱であり実験期間中には全く出芽しな
かった。
寝土の厚さが7cmの時は，土壌の合水比が20--37%の
範囲内では，合水量が増加するにつれて諸器官の伸長速
度が速く，出芽速度が速かったO しかし，播種後15--16
日日の出芽率にはほとんど差が認められなかった。合水
比が48%になると，諸器官の伸長が抑制され，出芽率が
著しく低下した。合水比が64%以上になると鞘葉のみが
伸長したがきわめて弱々しく，実験期間中には全く出芽
しなかった。
第2実験:種もみのジベレリン処理による乾田深播水稲
(覆土の厚さ 6cm)の出芽促進効果と土壌の合水量との関
係を検討した。土壌の合水量が合7Jく比で15%の時は水浸
したものは発芽さえしなかったが，ジベレリン処理した
ものは播種後14日目には，幼芽長は0.7-0.8cmに伸長し
ていた。合水上じが22-37%の範囲内では，ジベレリン処
理による諸器官の初期における伸長の増大効果は，合水
量が少ないほど大きかった。その結果，出芽促進効果は
土壌の合水量が少ない場合に大きかった。しかし，諸器
官の最終長は土壌の合水量が多いほど長く，したがって
播種後14日日の出芽率は合水量が多いほど高かった。儲
水状態下では鞘葉だけが伸長していたがきわめて弱々し
く，播種後14日日の長さはジベレリン処理の有無に関係
なく 2.4cmであったの
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